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本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。      
      〒920-1192 
      石川県金沢市角間町 金沢大学施設管理部施設環境管理室 
      TEL:076-264-5146 FAX:076-234-4033 
            e-mail: kankyo@adm.kanazawa-u.ac.jp  
 
      本学の参考資料として「金沢大学概要」、「データで見る金沢大学」があり、 
下記の金沢大学のホームページから見ることもできます。 
            http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
      また、この環境報告書は、下記の金沢大学のホームページで公表しています。 
        http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad-sisetu/kankyoka/kankyo/2011.pdf 
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                                         金沢大学長 
                                            中村 信一  




ました。2008 年 4 月より「3 学域・16 学類」の教育組織を構築し、「地域と世界に開かれた教育
重視の研究大学」として、学問分野の枠を越えた幅広い知識と能力を有する人材の育成に努めて
います。 
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環境に関する教育の推進 ・系統的な環境教育システムの構築を目指す。 11、12 


























































































































 なお、具体的な実施計画について、各地区で行動計画をたてて実施する。   
環境マネジメントシステムの取り組み 
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■ サステナブルエネルギー研究センター（RSET）の設立 













































ー・環境材料部門、バイオマス利用部門の 5 つの部門から構成されており、専任教員（5 名、
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ベトナム国ハイフォン市の HCV の遺伝子型分布から見る HCV 感染拡大経路の推定 
 
※ベトナム北部地域（ハイフォン市、ハノイ市）の HCV 遺伝子型分布は中国南部の雲南省、広西省におけ





























が 5 人いますが、とにかく能登を全部カバーしています。奥能登の総合病院精神科に、5 人が毎












































を、今 3 年かけて調査しています。2 群に分けて、各群 100 名ずつです。千葉県、静岡県、長野
県、石川県の 4 県 8 施設で行っています。研究計画のロードマップとしては、2010 年に始まり
2012 年までで、今進行しているところです。 
 CIPERS-ITAREPS の概要図 
環境に関する教育と研究 














 全学生を対象に参加募集を行った結         
果、国際学類 6名、人文学類 3名、数物 
科学類 1名、理学部生物学科 1名、自然科学研究科前期課程 1名、計 12名と、さまざまな学生・院生
が参加しました。一行は、事前研修の後、2010年 9月 4日に日本を出発し、翌 5日アンコール遺跡世





















       修復作業について話を伺う参加学生         揮したと言うことができるでしょう。 
担当職員との業務内容の打合せ 
環境に関する教育と研究 
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■ 環境の現場に学ぶ－共通教育における環境教育実践－ 





















































うにしました。また、web クラスのテスト機能を利用し、6 月 20 日〜30 日の期間で金沢大学環境
報告書 2009 に関する問題 30 題に制限時間 90 分のうちに答えるという「金沢大学環境報告書検
定」を実施しました。この検定は期間中に 5 回まで受けることができ、その内の最高点が受験者
の得点となります。この取組により 6 月の環境月間中に環境報告書のダウンロードが 264 回を記
録しています。 
 「金沢大学環境報告書検定」には 126 名がチャレンジした中で 16 名が満点を獲得しました。
この中から、アクセス回数、解答時間の短さや自由意見の内容等が総合的に審査され、各学年 1
名，合計 4 名に対して、環境報告書に記載された金沢大学の環境に対する取り組みをよく理解し、





 工学部人間・機械工学科  ４年  川村 基也 
 人間社会学域地域創造学類 ３年  加藤  愛 
 人間社会学域経済学類   ２年  能登 正弥 




         
              アカンサスポータルによる環境月間の取組          
               
環境コミュニケーションの状況 













学生が参加し（第１回目約 36名、第２回目 68名）、活発な議論が行われました。 
  
○実験・研究で使用する化学物質の取り扱い学習会 




















金沢大学附属図書館（中央図書館）では、2009 年に引き続き、5 月 14 日に「明後日朝顔プロジ









その後、日比野氏と柴田正良附属図書館長も参加し、学生や教職員と 40 個のプランターに計 160
株の苗を植え、各自の思いを記したプレートを添えました。 
今年はさらに宇宙飛行士の山崎直子氏と一緒に宇宙を旅したアサガオの種「NAOKO☆宇宙アサガ











そして 12 月 9 日に収穫祭・種の配布会を行い、2010 年の金沢大学の記憶が新たに追加された種





 苗植え式  グリーンカーテン 
 
環境コミュニケーションの状況 

























連携も想定した活動を行っていく予定です。                                                                     
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■ 「サークルリーダー研修会」での環境活動に関する講習 
 2011 年 2 月 16 日に、金沢大学公認サークルの次期サークルリーダーに対し、サークルリーダ
























































  「草木塔セミナー」のポスター 
 セミナー風景 
地域・社会貢献活動 
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■ 「ふれてサイエンス&てくてくテクノロジー 」の開催 
 理工学域オープンキャンパス「ふれてサイエンス&てくてく
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■ わく・ワーク（中学生職場体験受入事業） 
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■ ユネスコスクールの活動支援－初等中等教育における ESD の推進 
○ユネスコスクールによる学校での ESD の推進 
 初等中等教育における ESD を推進するため、文部科学省は、2008 年 3 月、2009 年 3 月の学習
指導要領改訂に際し、新学習指導要領に持続可能な社会の構築の観点を盛り込みました。また、






ットワーク（2011 年 4 月現在全国 14 大学）に加盟し、主として北陸におけるユネスコスクール
や学校教育における ESD の推進を支援しています。2008 年度から、地球環境基金を用いて、北陸
における ESD 推進事業に取り組み、北陸 3 県の関係自治体、NPO／NGO、ユネスコ協会、北陸経済
連合会等との連携・協力の下で、主として初等中等教育関係者を対象とする ESD 講座、幅広い市


















































    
  




       
    
       
教育･研究用 
  
      
  
            
         
平和町・その他   
角  間   宝町・鶴間   
教  育  研  究  診  療     
    
  
  
       
       





電力：5,648 万 kWh 
ガス：  401 万ｍ3 
水 ： 49 万ｍ3 
重油： 900 kL 
複写機用紙：  150 t 
電力：2,199 万 kWh 
ガス：  291 万ｍ3 
水 ：   23 万ｍ3 
重油：  112 kL 
電力：3,449 万 kWh 
ガス：  110 万ｍ3 
水 ：   26 万ｍ3 
重油：  788 kL 
総供給量(Input) 
排出量(Output) 
温室効果ガス：    33 千 t- CO2 
一般廃棄物 ： 1,045 ｔ 
産業廃棄物 ：   780 ｔ  
排 水   ：    47 万ｍ3 
リサイクル紙類：237 ｔ 
再利用物質  ：120 ｔ 
温室効果ガス吸収： 
594 t-CO2   
環境配慮への取り組み 

















































単位発熱量は 46 ＭＪ/Ｎｍ3、他はガイドラインの換算係数を使用しました。 
環境配慮への取り組み 
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電力会社から購入する以外に，角間キャンパス及び附属病院では、都市ガスを使用した自家発電設
備を所有しており、それぞれ年間約 14万 kWh、115万 kWh を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学研究科棟屋上には 10 kW 1 基、20 kW 
1 基、30kW 1基、100 kW 1 基の太陽光発電パネルが、インキュベーション施設、附属高校校舎およ








































  2010年度の主な省エネ活動は下記のとおりです。 
・夏季休暇による一斉休業（3日間） 




















省エネ対策工事によるエネルギー削減量   































































年度 2006 2007 2008 2009 2010 2006 2007 2008 2009 2010
古紙＊ 318.0 314.4 284.9 232.9 226.7 96.5 95.1 97.0 95.0 96.6
ペットボトル 34.3 36.1 33.9 32.3 21.0 86.0 91.8 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 2.4 1.4 1.6 2.3 1.6 41.7 36.2 69.3 0.0 100.0
金属くず 180.4 93.2 73.1 164.0 113.2 72.9 85.5 99.3 56.3 80.2
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■ 水資源の利用状況 






■大気汚染物質の排出と抑制策   
 金沢大学は，主に冷暖房用としてＡ重油ボイラー10 台（2010 年度より、学生寮で老朽化に伴い 1








2007 2008 2009 2010 規制値 2007 2008 2009 2010 規制値 2007 2008 2009 2010 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 33 31 28 40 150  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 12.65  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.1
角間南地区 ガス発電機      1台 34 26 36 40 600  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 3  <0.01  <0.01  <0.01  <0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 74 74 96 89 180 0.05 0.45 0.98 0.27 14.4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.3
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 11 28 24 34 70  <0.01 0.3
附属病院地区 ガスボイラー     3台 49 56 52 53 80  <0.01 0.3
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  1台 53 51 55 65 180 0.01 0.03 0.03 0.01 0.3
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  3台 59 60 59 58 180 0.18 0.20 0.18 0.27 2.34-6.72 0.01  <0.01 0.02 0.01 0.3
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 73 79 73 79 260 0.09 0.21  <0.01 0.20 2.4 0.01  <0.01  <0.01 0.02 0.3
その他 Ａ重油ボイラー　2台 54 75 73 85 250-260 0.17 0.12 0.12 0.15 2.65-15.1 0.01 0.04 0.04 0.03 0.3
4-5％Ｏ2換算値，斜字のみ16％Ｏ2換算
ばいじん等の大気排出濃度と規制値
換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
2007 2008 2009 2010 2007 2008 2009 2010 2007 2008 2009 2010
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 615 497 386 3 2 4 1 62 92 53



































注；TEQ（Toxicity Equivalency Quantity：毒性等量）について 
 ダイオキシン類は，種類によって毒性の強さがそれぞれ異なっており，ダイオキシン類としての全体
の毒性を評価するため，最も毒性が強い 2,3,7,8- テトラクロロジベンゾパラジオキシンに換算して，どの
くらいに相当するかを TEQ として表わします。 
物質名
（政令番号）
取  扱  量 1140 kg 1410 kg 1180 kg 2580 kg --- 594 kg 683 kg
大気への排出量 76 kg 130 kg 120 kg 120 kg 0 mg-TEQ 590 kg 10 kg


































































2006年度 2,086 3,366 5,452
2007年度 2,077 3,151 5,228
2008年度 2,162 3,206 5,368
2009年度 2,193 3,170 5,363








2006年度 936 2,301 3,237 2,346
2007年度 932 2,154 3,086 2,100
2008年度 970 2,192 3,162 2,283
2009年度 984 2,167 3,151 2,332








































































         排出削減事業の CO2排出削減量 






















・2500kcal/h×2 台  
冷房 空冷冷専チリングユニット 
   （315,000kcal/h=94.87 冷凍トン） 
冷暖房 空冷ヒートポンプチラー 
   （暖房能力：400kW） 
   （冷房能力：424kW） 
環境配慮への取り組み 











































分   野 目標達成率
紙類（7品目） 100 % 202,327 kg 200,942 kg 1品目を除き各品目100％
文具類（82品目） 100 % 528,805 個 528,804 個 1品目を除き各品目100％
オフィス家具・インテリア等
（20品目）
100 % 266,492 個 266,486 個 1品目を除き各品目100％
ＯＡ機器（18品目） 100 % 69,572 個 69,572 個 全品目100％
家電製品（照明，エアコン等
含む17品目）
100 % 7,775 台 7,775 台 全品目100％
役務（15品目） 100 % 6,483 件 6,444 件 1品目を除き各品目100％
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■ 技術支援センターの環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）運用状況 
技術支援センターは 2008年 4月に ISO14001認証を取得し、環境改善活動を行っています。2010年
は環境方針の変更を行い、次の 5項目に対して新たな目的・目標を定め活動を行うことになりました。 





ごみ量＋廃棄物量］）を 2006 年度数値に対して 14%増加することを目標としています。分別収集強化
や樹脂材料の再利用等の取り組みを行った結果、2010 年度は 0.89 となり 2006 年度実績値 0.76 に対
して 17%増加を達成しました。 
②液体廃棄物減量化の取り組み 













































準の約 1.4倍と鉛が基準の約 2.1倍が 1地点、砒素が 2地点 最高基準の約 1.7倍）あることを確認
しました。この３地点について、2010年 10月 1日に金沢市に土壌汚染対策法第 14条の規定による要
措置区域等の指定申請を行い、同年 11月 22日に金沢市から当該区域の指定を受けました。 
 その後、2011年 2月～3月に汚染土壌の掘削除去（約 400m3）を行いました。2011年 4月には地下












います。2010年度の説明会は、5 月に、角間地区、宝町地区にて各 2 回、12 月には両地区にて各 1 回
開催しました。今年度は、ルール説明会とは別に 11月に「実験・研究で使用した後の化学物質取扱い
学習会」を開催しました。これらの説明会等に延べ 300 名弱（昨年度からの延べ人数は 750名）の参
加がありました。2009 年度より約 3 年間で化学物質を取扱う全教職員の参加を目指して、2011年度
も定期的に開催する計画でいます。 
 2010年度は環境調査チームとしてエネルギー関連（冷房の設定温度と室温、照明の消し忘れ調査等）


















期的なランチボックスです。回収率は、2010年 3月から 2011年 2月 
までで 28％と、前年より 6.6％増加しました。（表１参照。） 
キャンパス 
角間 
宝町 鶴間 10年 09年 
北地区 中地区 南地区 
















弁当個数（ｹ） 12,222 4,422 10,511 1,541 5,100 3,967 3,439 41,202 44,107 
回 収 数（ｹ） 4,280 1,077 2,008 17 1,423 1,535 1,270 11,610 9,478 
回 収 率(%) 35.0 24.3 19.1 1.1 27.9 38.6 36.9 28.1 21.4 
【表１ 弁当容器「リリパック回収率」】 (2010年 3月～2011年 2月)  
また、大学会館１F と自然科学本館アカデミックプロムナードラウンジ（2 箇所）の計 3 箇所
に、紙カップのデポジット式回収機を設置しています。紙カップ 1個を返却するごとに、10円が
返金されます。（※デポジット方式非対応の自販機もあります。）2006年 5月から回収数の記録を




 2009 年 6 月より、金沢市でレジ袋無料配布中止の取り組みが開始されたのに伴い、
金沢大学生協でも、2009年 6月 1日より購買でのレジ袋無料配布を中止し、希望者に





回収場所 大学会館 自然研 合計 
年度 10年 09年 10年 09年 10年 09年 
売上数（ｹ） 11,646 13,277 10,738 10,857 22,384 24,134 
回収数（ｹ） 5,906 8,659 7,761 5,836 13,667 14,495 
回収率（%） 50.7 65.2 72.2 53.7 61.0 60.0 
↑「リリパック」容器 
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■ 「金沢大学キャンパス環境整備の会」の活動                                             











































となり、2011 年 2 月には、能登半島地震を経験した輪島市門前町道下地区住民と、平時の足湯に
取り組み始めた金沢市元菊町住民が参加するワークショップが開催され、足湯を縁に、災害に強
い街づくりや災害時の町会レベルの相互支援の可能性について意見を交換しました。 


































                       
 タケノコ堀りをしているＲａｃｏｏｎのメンバー 
学生活動 






2011 年 3月 13日に第５回金沢大学学生リユース市を行いました。当日、約 150名のお客様がご
来場され、会場は例年に劣らぬ熱気に包まれました。 
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■ 生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）への金沢大学の関わり 













































































 COP10 会場内の金沢大学ブース展示 
 「SATOYAMA イニシアティブ国際パートナーシップ発足式典」のポスター 
社会パフォーマンス 
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   て各研究室ごとに安全衛生教育が行われることが望ましいこ 
とから、マニュアルの作成・整備を行っています。個別リス 











目  標：関係法令を遵守しつつ、大学の特性を踏まえた安全管理・健康管理の 
ための体制を充実するとともに、安全衛生教育その他の施策を推進す 
る。 
平成 22 年度定期健康診断 
社会パフォーマンス 
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■ 金沢大学における女性研究者支援 






女性研究者の割合は 2007 年度 14.4％→2010 年度 18．2％、女子学生数は 2007 年度 432 名→2010
年度 516 名と着実に増加しています。ここでは、2010 年度の主な事業を紹介します。 




した。写真展来訪者は 2008 年度約 500 名→10 年度約 800 名と年々増加しています。石川県産業











○里山 KIDS ROOM（里山活動を利用した学童保育支援） 






























平和町地区  敷地面積 79,876 ㎡、建物面積 22,294 ㎡ 
 
宝町・鶴間キャンパス 
敷地面積 151,050 ㎡ 
建物面積 190,499 ㎡ 
角間キャンパス 
敷地面積 2,008,565 ㎡  


































                             
                              
                      
                     
 
          
                














































資料館       極低温研究室 













役員 9 人 






事務職員 411 人 
附属学校生徒・児童 
・園児 1,708 人 
学域学生 7,982 人 
専門職学位課程 
・別科 123 人 
大学院学生 
2,338 人 
技術職員 913 人 
環境報告書に関するアンケート結果 



















①非常にわかりやすい, 2 ②わかりやすい, 65 ③ややわかりにくい, 17
④わかりにくい, 6
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
１）内容はわかりやすかったですか？
 
①非常に読みやすい, 7 ②読みやすい, 67 ③やや読みにくい, 13
④読みにくい, 3
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
２）読みやすかったですか？
 
①多い, 12 ②適当, 70
③少ない, 8




②興味がもてた, 63 ③あまり興味がもてなかった, 
20
④まったく興味がもてなかった, 2






















②わかりやすい, 53 ③ややわかりにくい, 27
④わかりにくい, 5




②読みやすい, 53 ③やや読みにくい, 25
④読みにくい, 0
























②評価できる, 63 ③あまり評価できない, 8
④まったく評価できない, 2

































































目的 3-6 温室効果ガスの排出量の削減 



















目的 5-2 すべての構成員の参加 
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